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アドバンス N gauge 1:150
       Paper Kit

基本的には、接合面に
ボンドを塗布して
差込む、もしくは
凹凸を合わせ接着
するので、精度よく
組み立てができます。

1002

組立は差込み or 凹凸合わせ

Nゲージ向けペーパーキット　カラー硬質紙をレーザー加工　塗装不要

サイズ：約幅201×奥行73×高さ129 mm(レール部分を除く）

N

組立例
1
0
0
2



BA

～ご用意ください～

・デザインナイフ
・クラフトボンド
（木工ボンドと爪楊枝）
・ピンセット
・カッターマット

組立前に必ずお読みください
・部品はデザインナイフ等で丁寧に切り離してください。
・接着は（木工ボンドを爪楊枝で）接合面に載せる様に塗布します。
・ボンドの水分で紙が柔らかくなり差込みづらくなる為、ボンドは します。
・接着した部品を剥がすのは困難です。説明書を参考に全体の流れを理解した上で接着しましょう。

凸部分を避けて塗布

①

③

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ ⑩

⑪

商品の仕様は改良のため予告なく変更する場合がございます。　製造元：株式会社アドバンス　http://www.advanceltd.co.jp
掲載の記事・イラスト・写真の無断転写を禁じます。

部品は、写真赤丸の様に、
数カ所で留まっています。
光に透かしますと、分かり
易いです。

アドバンスペーパーキットについて！
・カラー硬質紙をレーザーカットしており、加工時に切断面に焦げや煤が付着します。
・焦げ・煤が原因で指が汚れたり、焦げ臭い場合もありますが予めご了承ください。
・未切断や抜け残しがありましたらデザインナイフ等で取り除いてください。

ガントリークレーン組立説明書Nゲージ向け

部品番号表

①

③

②

④

⑤

⑥

⑦

②③④は赤丸部分が異なります。
①⑥は同形状の部品です。
⑤は上下左右が間違え易いです。

⑫⑬

⑭

⑯

⑮

⑰ ⑱
⑲

⑳

㉑

㉒㉓

㉔ ㉕㉖ ㉗

㉘

㉙㉚ ㉛ ㉜

㉝㉞㉟㊱

㊲ ㊳

㊴ ㊵

㉙㉚㉛ ㉜

㉝ ㉞㉟ ㊱

㊶ ㊷

㊸
㊹

㊺

㊻

㊼

㊽

㊾ ㊿

部品⑬の向き（ハシゴを右側に
設置するか左側にするのか）で
A,Bいづれか使用します。

㉘

上記と同じものをもう一つ組立てます。



③

⑦

３．同様に③を差込み接着していきます。
　　部品⑦を下部に差込み接着します。

４．続いて、部品㉘を差込み
　　接着していきます。
　　橋脚の前後に、１枚ずつ
　　（１脚で２箇所）です。

㉘

５．本体の制作です。
　　写真を参考に⑨⑩を部品㉘に差込み接着します。
　　上下に注意してください。表裏はありません。

６．部品⑭に、⑫⑬⑰⑱を差込みます。このとき、
　　⑬の手すりの欠けは、ハシゴ部分になります。
　　

　　
　　それに伴い操作室の扉の位置が
　　異なる為に、正面左側の場合は
　　操作室の部品はA、
　　右側の場合はB,
    となります。

操作室から地上に降りるハシゴを左右どちら側
　　につけるか決めてから⑬を接着します。

⑨

⑩

７．写真は正面左側にハシゴを
　　設置する場合です。

　　６で組み上げた部品と本体を
　　差込み接着します。
　　
　　部品⑧⑮⑪⑯を写真を参考に
　　差込み接着します。
　　
　　部品⑮のハシゴ部分を曲げて
　　おきます。

向きにに注意してください。

正面左側にハシゴを設置する場合　　右側に設置する場合

⑯

組立方法

１．橋脚部分を作ります。

　　⑤を④に差込み貫通させて、さらに②に差込みます。
　　

同じものを2個制作します。

⑤の上下左右を間違えない様に注意してください。
　　部品②③④は形状が似ていますが細部が異なります。

２．①⑥を差込み接着します。
　　写真のように凸部分を避けてボンドを
　　塗布します。
　　少量のボンドで点止めする程度で十分です。

④ ⑥① ②

当キットは橋脚部分の組立難易度が高いです。
凸部分を避けてボンドを塗布すること、差込みの際に凸部分を曲げない様に注意します。

上方向に斜めに開く

⑤

※向き注意

部品の色を変えています

部品の色を変えています

部品の色を変えています

⑤

⑪

⑧

⑮



１０．機械室の制作です。

　　部品㊼に㊻㊽㊾㊿を差込み接着します。
　　㊲㊳㊴㊵を接着します。
　　続いて屋根㊺㊶の順番で接着します。

㊺

㊻

㊼

㊽

㊾ ㊿
㊴

㊲

㊳

㊵

㊶

１２．部品⑳の掴み口を機械室に差込み、
　　　９０度回転させます。
　　　ボンドはつけなくても大丈夫です。

㉑のハシゴを接着して完成です。

㉟

㊱

㉙

㉚

㉛

㉜

㉝

㉞

⑲

８．操作室の制作です。

　　部品⑲に㉝㉞㉟㊱を差込み接着します。
　　（部品⑲は一枚予備です）
　　続いて㉙㉚㉛㉜を接着します。
　　（写真は部品Aです）

㉟

㊱

㉙

㉚

㉛

㉜
㉝

㉞

⑲

部品Aの場合　　　　　　部品Ｂの場合

９．操作室を本体に取り付けます。

　　予め取付位置を仮組等で確認してから
　　ボンドを塗布します。

　　接着後に屋根㊷㊹㊸の順番で重ねて
　　貼り付けていきます。

⑳

㉒

㉓

㉔

㉕
㉖

㉗

１１．掴み口の制作です。

　　まず部品⑳を折り曲げます。
　　部品⑳にはボンドをつけません。

　　続いて部品㉒に㉗㉖㉕㉔の順番で
　　接着します。
　　この時に部品⑳も通しておきます。
　　
　　最後に軽く折り曲げた部品㉓を接着
　　します。
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